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実践報告 
数学補習用 eLearning システム構築の試み（２） 
 































































































































































































































































































 図２に、最終講義前時点(2 月 1 日)と試験日時点(2
月 15 日)での小テスト問題別参加学生数を示す。▲は
最後講義前時点での参加学生数を示し、●は後期試験
日時点での参加学生数を示す。後期試験日の時点の参
加数が最終的な参加学生数である。問題別参加学生の
累計をとると、最後の講義前には累計 271名が小テス
トを受けていたが、試験日には累計 601名が小テスト
を受けていた。講義終了から試験までの間に累計 330
名が小テストを受けていたことになる。これは最終累
計参加学生数の半数強であり、試験対策としても利用
されたと考えられる。 
 
 
 
図３に参加学生別の小テスト受験回数（第１回目を
除く）を示す。第１回目は学生が試しに受けたと考え
られるため、第１回目の小テストのみの受験学生を別
にし、受験回数０とした。 
 
 
 
小テストを１～5 回受験した学生が一番多く、よく
理解できていない回のみ小テストを受験したと考えら
れる。これは昨年度のアンケートで希望が多かった一
部の回のみの参加であると考えられる。次に 21～25
回受験した学生が多い。１～5 回受験した学生数とあ
まり変わらない。これは、習慣的に学習することがで
きた学生であると考えられる。 
 毎回小テスト参加学生に対し、解説や小テストにつ
いてのアンケートを取った。その結果、解説と小テス
図３．参加学生別の小テスト受験回数（第1回目を
除く）（受験回数0は第1回のみの受験） 
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